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1 八尾市 八尾市立病院 ②急性期病院 ○ ○ ○ □ ○ ○

2 柏原市 市立柏原病院 ③急性期ケアミックス型病院 ○ ○ ○ ○

3

東大阪市

市立東大阪医療センター ②急性期病院 ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ◎

4 社会医療法人若弘会若草第一病院 ②急性期病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

合 計 3 1 0 3 1 3 0 1 4 0 1 0 2 0 0 1 4

参照：第７次大阪府医療計画一部改編

2022年11月時点
【対象病院数31の内訳】
公立病院：３
公的病院：１
民間等病院：27
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※ 「がん診療拠点病院」の□印は「地域がん診療連携拠点病院（国指定）」、○印は「大阪府がん診療拠点病院（府指定）」を示す。
※ 「周産期母子医療センター」の□印は「総合周産期母子医療センター」、○印は「地域周産期母子医療センター」を示す。
※ 「新型コロナウイルス感染症患者等受入医療機関」の□印は「重症拠点病院」、◎印は「中等症・重症病院」、○印は「軽症中等症病院」を示す。

❶(1)医療体制の概要（主な医療施設の状況）

中河内二次医療圏では、公立病院経営強化プラン対象病院が３病院、
公的医療機関等2025プラン対象病院が１病院である

●主な医療施設の状況



医療保険

DPC
8施設 2,417床

一般病棟入院基本料
23施設
3,513床

一般病床 療養病床

回復期
リハビリテーション

7施設
487床

地域包括ケア病棟
（入院料）

8施設
340床

療養病棟
入院基本料

10施設
652床

小児
入院医療管理料

2施設 69床

障害者施設等
3施設 193床

緩和ケア病棟
2施設 48床

有床診療所
一般

13施設 108床

精神病床

4施設
1,470床

結核病床

0施設
0床

感染症病床

0施設
0床

有床診療所
療養

0施設
0床

特定機能病院
0施設 0床

（一般病床に限る）

専門病院
0施設 0床

救命救急
1施設 30床

特定集中治療室
5施設 40床

新生児
特定集中治療室

2施設 12床

新生児
治療回復室
0施設 0床

総合周産期特定集中治療室
母体・胎児 0施設 0床
新生児 0施設 0床

脳卒中ケアユニット
1施設 3床

ハイケアユニット
5施設 44床

小児
特定集中治療室

0施設 0床

特殊疾患
（入院料）
0施設 0床

特殊疾患
（入院医療管理料）

0施設 0床

介護保険 その他

特別養護老人ホーム
47施設

2,997人定員

介護保険施設
72施設

4,967人定員

介護老人保健施設
20施設

1,731人定員

介護療養型医療施設
（介護療養病床）

3施設
121人定員

主な地域密着型
サービス
87施設

1,542人定員

地域密着型
養護老人ホーム

15施設
411人定員

認知症高齢者
グループホーム

72施設
1,131人定員

有料老人ホーム
155施設

6,024人定員

養護老人ホーム
2施設

200人定員

軽費老人ホーム
16施設

729人定員

サービス
付き

高齢者向け
住宅

110施設
3,849人定員

介護医療院
2施設

118人定員

参照：「医療保険」病床機能報告（2021年7月1日時点）ただし、次項目は右記のとおり、精神病床・結核病床・感染症病床（大阪府調べ（2021年10月31日時点））

「介護保険・その他」大阪府福祉部資料（認知症高齢者グループホームの施設数は2022年4月1日時点、定員数は2021年3月31日時点、

有料老人ホームは2022年10月1日時点、サービス付き高齢者住宅は2022年4月30日時点、その他施設は2022年4月1日時点） 5

❶(2)医療体制の概要①（医療介護提供体制）

医療・介護提供体制は、多くの機能を有する施設から構成されている
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救命救急入院料・特定集中治療室管理料等

小児入院医療管理料

特定機能病院一般病棟入院基本料等

急性期一般入院料 1～3

急性期一般入院料 4～7

地域一般入院料1,2（一般病棟13対1）

地域一般入院料3（一般病棟15対1）

地域包括ケア病棟入院料・入院医療管理料

回復期リハビリテーション病棟

緩和ケア病棟

療養病棟入院料

介護療養病床

障害者施設等・特殊疾患病棟

2020 2021

【数値標記凡例】
2020年度数値⇒2021年度数値
（前年度からの増減）
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130床⇒129床（▲1床）

79床⇒79床（±0床）

0床⇒0床（±0床）

1,720床⇒1,706床（▲14床）

79床⇒79床（±0床）

60床⇒60床（±0床）

642床⇒773床（+131床）

385床⇒399床（+14床）

444床⇒444床（±0床）

48床⇒48床（±0床）

642床⇒652床（+10床）

121床⇒43床（▲78床）

172床⇒172床（±0床）

●入院料別報告病床数の推移

参照 病床機能報告

❶(2)病床機能報告結果等②（入院料別の経年変化）

回復期リハビリテーション病棟入院料の増減はないが、
地域包括ケア病棟入院料は14床増加となっている

参考） 一昨年はそれぞれ、60床増加、71床増加



高度急性期

9.2%

高度急性期

11.4%

急性期

34.1%

重症急性期

35.1%

不明

地域急性期

11.9%

回復期

38.8%

回復期

14.6%

慢性期

17.9%

慢性期

22.6%
休棟等

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

区分 年度
高度
急性期

急性期 回復期 慢性期 休棟等 未報告等 合計重症急性期
急性期
（不明）

地域急性期

病床数の必要量 2013 562 1,857 1,971 1,155 5,545

病床機能報告 2014 163 3,527 427 1,375 0 487 5,979

病床機能報告 2015 490 3,387 508 1,257 32 224 5,898

病床機能報告 2016 460 3,453 624 1,051 14 276 5,878

病床機能報告 2017 682 3,401 2,245 17 1,139 657 1,124 14 2 5,880

病床機能報告 2018 622 3,146 2,124 155 867 770 1,172 74 0 5,784

病床機能報告 2019 624 3,054 2,496 60 498 814 1,044 67 14 5,617

病床機能報告 2020 660 2,916 2,383 57 475 1,010 1,029 77 5 5,697

病床機能報告 2021 653 2,815 2,008 126 681 834 1,292 124 24 5,742

病床数の必要量【既存病床数内※】 2025 530 1,956 2,227 1,029 5,742

病床数の必要量【オリジナル】 2025 657 2,424 2,759 1,275 7,115

②病床数の必要量（回復期）

①病床機能報告（地域急性期＋回復期）

2021年度 26.5%

38.8%

割合の差
12.3%

(約700床)

7

2025年
病床必要割合

2021年度
病床機能報告

※需要推計で算出した2025年の病床数の必要量における各病床機能区分の割合を、既存病床数に乗じ、算出した値。

サブアキュート・ポストアキュート・リハビリ機能

現状と将来必要となる病床機能の割合の比較

●病床機能報告と病床数の必要量の比較

●病床機能報告（2021年度）と病床数の必要量（2025年）の割合の比較

❶(2)病床機能報告結果等③（病床機能分化の状況）

病床数の必要量における回復期機能を担う病床数の確保には、
約12％程度同機能への転換が必要と推計される

参照：病床機能報告



8

公立・公的・
民間等

対象病院数 提出病院数 提出率

公立 3 3 100％

公的 1 1 100％

民間等 27 27 100％

合計 31 31 100％

●病床機能別病床数●病院プラン提出

床

❶(3)令和４年度病院プラン結果①（公民別の病床機能別病床数）

急性期・回復期・慢性期において、民間病院等が有する病床数が多い

参照：令和４年度病院プラン（速報値：１月５日現在）
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高度急性期

313

急性期 715

回復期（地域）, 48

回復期（リハ）, 0
慢性期 0 高度急性期

10

急性期 220

回復期（地域）, 0

回復期（リハ）, 0 慢性期 0

病床数（合計）

1,076床
（※休棟中除く）

病床数（合計）

230床
（※休棟中除く）

病床数（合計）

4,083床
（※休棟中除く）
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＜公立＞（３病院） ＜公的＞（１病院） ＜民間等＞（27病院）

●公民別病床数の病床機能別割合 （病院プラン等提出 31病院）

❶(3)令和４年度病院プラン結果②（公民別病床機能の割合）

病床機能は、公立・公的病院では急性期及び高度急性期の割合が高く、
公立・公的病院と比較して民間等病院では回復期及び慢性期の割合が高くなっている

高度急性期

231

急性期

1,270

回復期（地域）, 

1,270

回復期（リハ）, 406

慢性期

906

参照：令和４年度病院プラン（速報値：１月５日現在）



病院からの報告による
病床数の合計

(A)

府の報告基準に基づく
病床機能別病床数の合計

(B)

差
(A)-(B)

高度急性期 554 床 579 床 ▲ 25 床

急性期 2,205 床 2,180 床 25 床

回復期 1,724 床 1,724 床 0 床

地域 1,318 床 1,318 床 0 床

リハ 406 床 406 床 0 床

慢性期 906 床 906 床 0 床

休棟中 102 床 102 床 0 床

分類不能 0 床 0 床 0 床

合計 5,491 床 5,491 床 0 床
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●病床機能別病床数
（「病院からの報告による病床数の合計」と「府の報告基準に基づく病床機能別病床数の合計」）

※：入院料を選択している場合でも、病床機能を「休棟中」と選択している場合は、
府の報告基準に基づく病床機能においても「休棟中」で計上

❶(3)令和４年度病院プラン結果③（病床機能別病床数）

病院からの報告による病床数と報告基準に基づく病床数は、概ね一致している

参照：令和４年度病院プラン（速報値：１月５日現在）



医療
機関数

許可
病床数

高度
急性期

急性期
回復期

（地域）
回復期
（リハ）

慢性期 休棟中 分類不能

特定機能病院 0 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床

急性期病院 6 1,636 床 509 床 1,102 床 25 床 0 床 0 床 0 床 0 床

急性期ケア
ミックス型病院

9 1,841 床 45 床 1,103 床 415 床 93 床 141 床 44 床 0 床

地域急性期病院 4 405 床 0 床 0 床 405 床 0 床 0 床 0 床 0 床

後方支援ケア
ミックス型病院

7 1,169 床 0 床 0 床 473 床 85 床 553 床 58 床 0 床

回復期リハビリ
病院

2 228 床 0 床 0 床 0 床 228 床 0 床 0 床 0 床

慢性期病院 3 212 床 0 床 0 床 0 床 0 床 212 床 0 床 0 床

分類不能
（全床休棟中）

0 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床

合計 31 5,491 床 554 床 2,205 床 1,318 床 406 床 906 床 102 床 0 床
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●病院機能分類の結果

❶(3)令和４年度病院プラン結果④（病院機能分類結果概要）

病院機能の見える化を図ることにより、今後の機能分化の議論の活性化を図る

参照：令和４年度病院プラン（速報値：１月５日現在）
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医療
機関数

確保
病床数

重症
拠点病院

中等症・
重症病院

軽症中等症
病院

重症 軽症中等症

特定機能病院 0 0 0 0 0 床 0 床 0 床

急性期病院 5 1 2 2 186 床 29 床 157 床

急性期ケア
ミックス型病院

8 0 0 8 113 床 0 床 113 床

地域急性期病院 1 0 0 1 5 床 0 床 5 床

後方支援ケア
ミックス型病院 1 0 0 1 2 床 0 床 2 床

回復期リハビリ
病院 0 0 0 0 0 床 0 床 0 床

慢性期病院 1 0 0 1 3 床 0 床 3 床

合計 16 1 2 13 309 床 29 床 280 床

●新型コロナ受入病床の状況（12月23日現在）

❶(3)令和４年度病院プラン結果⑤（新型コロナウイルス感染症受入病床の状況）

新型コロナの受入病床を確保する病院は、
急性期病院及び急性期ケアミックス型病院で75％を占めている



❷ 患者受療状況

（1） MDC別診療実績の推移（DPC）

13



14

消化器系、

肝臓・胆道・膵臓
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腎・尿路系及び

男性生殖器系

外傷・熱傷・中毒
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6,000
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❷(1)MDC別診療実績の推移①（DPC）

多くの部位において令和元年度までは需要は増加傾向であったが、
コロナ禍となった令和２年度に減少している

●診療実績概ね5,000～20,000件 ●診療実績概ね3,000～6,000件

参照：厚生労働省 DPC導入の影響評価に係る調査「退院患者調査」



耳鼻咽喉科系

内分泌・栄養・代謝
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❷(1)MDC別診療実績の推移②（DPC）

多くの部位において令和元年度までは需要は増加傾向であったが、
コロナ禍となった令和２年度に減少している

●診療実績 4,000件以下

参照：厚生労働省 DPC導入の影響評価に係る調査「退院患者調査」



❸ 主に高度急性期から急性期となる
入院料の概要

（１）病床の現状

（２）医療提供状況（SCR）

16
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入院料区分
大阪府 中河内

平均在棟日数 病床稼働率 平均在棟日数 病床稼働率

救命救急入院料・特定集中治療室管理料等 4.7 67.5% 6.0 55.1%

周産期・新生児・小児集中治療室管理料等 10.8 68.1% 15.5 63.7%

小児入院医療管理料 6.1 60.0% 4.7 56.8%

特定機能病院一般病棟入院基本料等 10.7 78.5% - -

急性期一般入院料１～３ 10.4 75.1% 10.8 72.7%

急性期一般入院料４～７ 14.9 64.8% 13.0 75.6%

●病床の利用状況

参照：令和４年度病院プラン（速報値：12月23日現在）

❸(1)病床の現状

「急性期一般入院料４～７」は病床稼働率が府平均より高いが、
それ以外の入院料においては府平均より低い

平均在棟日数 ＝
各病棟の在棟患者延べ数（１年間）の総和

½ ×［各病棟の新規入棟患者数（１年間）の総和＋各病棟の退棟患者数（１年間）の総和］

病床稼働率 ＝
各病棟の在棟患者延べ数（１年間）の総和

各病棟の許可病床数の総和 × 365

※算出にあたっては、以下の病棟は外れ値とみなし算出から除外

・新規入棟患者数（１年間）の総和、在棟延べ患者数（１年間）の総和、
退棟患者数（１年間）の総和のいずれかが「0」もしくは「欠損値」となっている病棟

・2022（令和４）年７月１日時点の病床機能を「休棟中」で報告している病棟
・新規入棟患者数（１年間）の総和または退棟患者数（１年間）の総和が
在棟延べ患者数（１年間）の総和を超える病棟

・病床稼働率が200％を超える病棟

「平均在棟日数」・「病床稼働率」は病院プランの報告項目（在棟患者延べ数（１年間）の総和等）から算出
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参照：内閣府 SCRデータ

●入院基本料別SCR

❸(2)医療提供状況(SCR)

多くの入院料は、SCR（50～200）範囲に含まれており、
医療提供実績が極端に低い入院料は見受けられない
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【参考】＜SCR（NDBデータ）の概要＞

○ レセプト情報等を集約したNDB（National Data Base）を活用し、各診療行為（診療報酬の

算定回数）の地域差を「見える化」

○ 各都道府県の年齢構成の違いを調整し、レセプトの出現比（SCR）として指数化（全国平均と同じ

診療回数が行われた場合には指数が100となる）

SCR（Standardized Claim data Ratio）とは

全国の性・年齢階級別レセプト出現率を対象地域に当てはめた場合に計算により求められる期待されるレセプト件数と実際の
レセプト件数とを比較したもの。年齢構成の異なる地域間の比較に用いられSCRが100以上の場合は全国平均より当該項目の
件数が多いとされる。

（NDB集計対象データ）
※医療機関所在地ベースの集計であり、流出入は考慮していない
※公費単独（生活保護等）は含まれていない

参照：内閣府「医療提供状況の地域差」資料

SCR=
∑ 性・年齢階級別レセプト実数

×100
∑ 性・年齢階級別レセプト期待数

=
∑ 性・年齢階級別レセプト数

×100
∑  （各地域の性・年齢階級別人口×全国の性・年齢階級別レセプト出現率）



❹ 主に急性期から回復期となる

入院料の概要

（１）病床の現状

（２）医療提供状況（SCR）

20
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入院料区分
大阪府 中河内

平均在棟日数 病床稼働率 平均在棟日数 病床稼働率

地域一般入院料１・２（13対1） 21.7 68.7% 22.4 60.7%

地域一般入院料３・一般病棟特別入院基本料（15対1） 35.5 67.5% 51.5 79.2%

地域包括ケア病棟入院料・入院医療管理料 25.3 74.4% 36.8 79.0%

回復期リハビリテーション病棟入院料 57.9 88.0% 55.7 84.8%

緩和ケア病棟入院料 22.4 70.2% 17.7 76.8%

❹(1)病床の現状

病床稼働率では、「地域一般入院料３・一般病棟特別入院基本料（15対1）」や
「緩和ケア病棟入院料」等で府平均より高くなっている

●病床の利用状況

参照：令和４年度病院プラン（速報値：12月23日現在）

平均在棟日数 ＝
各病棟の在棟患者延べ数（１年間）の総和

½ ×［各病棟の新規入棟患者数（１年間）の総和＋各病棟の退棟患者数（１年間）の総和］

病床稼働率 ＝
各病棟の在棟患者延べ数（１年間）の総和

各病棟の許可病床数の総和 × 365

※算出にあたっては、以下の病棟は外れ値とみなし算出から除外

・新規入棟患者数（１年間）の総和、在棟延べ患者数（１年間）の総和、
退棟患者数（１年間）の総和のいずれかが「0」もしくは「欠損値」となっている病棟

・2022（令和４）年７月１日時点の病床機能を「休棟中」で報告している病棟
・新規入棟患者数（１年間）の総和または退棟患者数（１年間）の総和が
在棟延べ患者数（１年間）の総和を超える病棟

・病床稼働率が200％を超える病棟

「平均在棟日数」・「病床稼働率」は病院プランの報告項目（在棟患者延べ数（１年間）の総和等）から算出
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●入院基本料別SCR ●【参考】 肺炎、狭心症、慢性虚血性心疾患 SCR

❹(2)医療提供状況（SCR）

肺炎・狭心症・慢性虚血性心疾患のSCRは100前後となっているが、サブアキュート機能を
担うとされる地域包括ケア病棟入院料や回復期リハビリテーション病棟入院料のSCRは低く、
地域一般入院料が高くなっている

参照：内閣府 SCRデータ



❺ 慢性期となる入院料の概要

（１）病床の現状

（２）医療提供状況（SCR）

23
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入院料区分
大阪府 中河内

平均在棟日数 病床稼働率 平均在棟日数 病床稼働率

療養病棟入院料 222.8 87.9% 250.8 90.9%

介護療養病床 424.7 79.8% 410.7 84.6%

障害者施設等・特殊疾患病棟 95.5 87.7% 89.9 64.2%

❺(1)病床の現状

「障害者施設等・特殊疾患病棟」の病床稼働率は府平均を下回っている

●病床の利用状況

平均在棟日数 ＝
各病棟の在棟患者延べ数（１年間）の総和

½ ×［各病棟の新規入棟患者数（１年間）の総和＋各病棟の退棟患者数（１年間）の総和］

病床稼働率 ＝
各病棟の在棟患者延べ数（１年間）の総和

各病棟の許可病床数の総和 × 365

※算出にあたっては、以下の病棟は外れ値とみなし算出から除外

・新規入棟患者数（１年間）の総和、在棟延べ患者数（１年間）の総和、
退棟患者数（１年間）の総和のいずれかが「0」もしくは「欠損値」となっている病棟

・2022（令和４）年７月１日時点の病床機能を「休棟中」で報告している病棟
・新規入棟患者数（１年間）の総和または退棟患者数（１年間）の総和が
在棟延べ患者数（１年間）の総和を超える病棟

・病床稼働率が200％を超える病棟

「平均在棟日数」・「病床稼働率」は病院プランの報告項目（在棟患者延べ数（１年間）の総和等）から算出

参照：令和４年度病院プラン（速報値：12月23日現在）
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❺(2)医療提供状況（SCR）

療養病棟と障害者施設等の入院基本料においてもSCRは50程度と低くなっている

参照：内閣府 SCRデータ

●入院基本料別SCR



❻ 将来のあるべき

医療体制に向けて

（１）2025年に各病院が検討している医療機能・病床機能等

（２）まとめ

26
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１ 診療機能別「現状の機能」と「2025年に向け検討している機能」の比較

❻(1)2025年に向け各病院が検討している医療機能・病床機能等①

「救急医療」「災害医療」については、
民間等医療機関においても多くの医療機関が機能を担っている

参照：令和４年度病院プラン（速報値：１月５日現在）
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●感染症（新興・再興感染症等） ●感染症（新型コロナウイルス）

２ 2025年に向け検討している診療機能（感染症）

❻(1)2025年に向け各病院が検討している医療機能・病床機能等②

2025年に向け新興・再興感染症等の対応について検討している病院は、10病院である

参照：令和４年度病院プラン（速報値：１月５日現在）
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病床機能の転換

病床数のダウンサイジング
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●2025年に向けた病床機能・病床数等の
変更予定の有無

●地域医療介護総合確保基金
（病床転換促進事業補助金）の活用の希望

３ 今後の病院の方針①

❻(1)2025年に向け各病院が検討している医療機能・病床機能等③

2025年に向け病床機能の転換を予定している医療機関の割合は、
公立は100％、 民間等は約30％である

参照：令和４年度病院プラン（速報値：１月５日現在）
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病院の建て替え（6～10年以内）

病院の建て替え（5年以内）

●2025年に向けた診療科目の見直しの予定の有無 ●2025年に向けた建物・設備の整備・改修予定の有無

❻(1)2025年に向け各病院が検討している医療機能・病床機能等④

病院の約30％が10年以内に建物・設備の整備・改修を予定している

３ 今後の病院の方針②

参照：令和４年度病院プラン（速報値：１月５日現在）
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▲ 121

▲ 252

▲ 300 ▲ 250 ▲ 200 ▲ 150 ▲ 100 ▲ 50 0

介護療養病床

地域一般入院料３・一般病棟特別入院基本料（15対1）

●入院料別の検討状況※

＜2025年に向けた検討状況＞
各病院の2025年に検討している入院料別
（病床機能別）病床数総計から各病院の
現在の入院料別（病床機能別）病床数の
総計を差し引いて算出

❻(1)2025年に向け各病院が検討している医療機能・病床機能等⑤

地域一般入院料１・２や救命救急入院料・特定集中治療室管理料等の増加が検討され、
地域一般入院料３・一般病棟特別入院基本料の減少が検討されている

参照：令和４年度病院プラン（速報値：１月５日現在）
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●公立・公的・民間別の検討状況

病床機能別病床数【2025年に向け検討している病床機能等】

2025年に向けた現状との病床数の増減

❻(1)2025年に向け各病院が検討している医療機能・病床機能等⑥

2025年に向け高度急性期病床を増加し、回復期病床を減少させることが検討されている

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 休棟予定 計
地域 リハ

公立 447 581 92 92 0 0 0 1,120

公的 10 220 0 0 0 0 0 230

民間等 274 1,437 1,556 1,130 426 794 0 4,061

計 731 2,238 1,648 1,222 426 794 0 5,411

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 休棟予定 計
地域 リハ

公立 +134 ▲ 158 +24 +24 0 0 ▲ 21 ▲ 21

公的 0 0 0 0 0 0 0 0

民間等 +43 +199 ▲ 152 ▲ 172 +20 ▲ 112 ▲ 58 ▲ 80

計 +177 +41 ▲ 128 ▲ 148 +20 ▲ 112 ▲ 79 ▲ 101

参照：令和４年度病院プラン（速報値：１月５日現在）



再編後

医療機関名 市区町村 計
高度

急性期
急性期 回復期 慢性期 休棟中回復期

（地域）
回復期
（リハ）

医療法人徳洲会全南病院 19 柏原市 60 0 0 60 60 0 0 0

医療法人徳洲会八尾徳洲会総合病院 18 八尾市 415 160 255 0 0 0 0 0

計 475 160 255 60 60 0 0 0

再編統合予定時期 医療機関名 市区町村 計
高度

急性期
急性期 回復期 慢性期 休棟中回復期

（地域）
回復期
（リハ）

2025(令和７)年
７月

【新】医療法人徳洲会八尾徳洲会総合病院 18 八尾市 475 185 290 0 0 0 0 0

計 475 185 290 0 0 0 0 0

増減 0 +25 +35 ▲ 60 ▲ 60 0 0 0

❻(1)2025年に向け各病院が検討している医療機能・病床機能等⑦

中河内二次医療圏においては、１件の再編統合事例が予定されている

33参照：令和４年度病院プラン（速報値：１月５日現在）



○病院からの報告による病床数と報告基準に基づく病床数は概ね一致
している。病院機能の見える化を図ることにより、今後の機能分化の
議論の活性化を図る必要がある。

○2025年に向け高度急性期病床を増加し、回復期病床を減少させる
ことが検討されている。

○「感染症（新興・再興感染症等）」の対応は10病院が検討し、昨年度
（4病院）より増加している。

34

❺(2)まとめ


